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研究成果の概要（和文）： 

 大腸腫瘍に対する世界コンセンサスを得た NBI 観察所見分類（NICE 分類）を欧米の大腸

内視鏡医との共同研究組織で作成し，基礎検討，詳細な Validation study によってその有用

性を証明し，世界で臨床使用可能な NBI 拡大観察所見分類を確立した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

According to basic analysis and detailed validation study with the collaboration between 

Japanese and Western colonoscopists, we have established NICE classification (NBI 

classification) for colorectal neoplasia, which is clinically useful and available all over the 

world. 
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１．研究開始当初の背景 

 大腸腫瘍の治療として内視鏡的粘膜切除

術（Endoscopic mucosal resection: EMR），

内視鏡的粘膜下層剥離術（Endoscopic 

submucosal dissection: ESD），外科手術な

どの適応を決定するための大腸腫瘍の質
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的診断学の 1 つとして，NBI 拡大観察所見

の臨床応用への可能性が模索されていた。

しかし，当時本邦には複数の詳細な NBI 拡

大観察所見分類が存在し，統一された所見

分類はなく，簡便で早期に臨床的に有用な

診断指標としてのNBI拡大観察所見分類の

確立が期待されていた。 

２．研究の目的 

 本邦のみならず世界的なコンセンサスを得

て広く普及することの出来る NBI 所見分類

を確立することを目的に，欧米の大腸内視

鏡専門医との共同研究組織を立ち上げ，分

類の妥当性，臨床的意義，診断に関する

Variability を検討することを研究目的とし

た。 

 
３．研究の方法 

 まず，類似した NBI 拡大観察所見分類で

ある我々の広島分類と佐野分類を複合した

NBI 所見分類を作成し，欧米の内視鏡医に

理解できるよう議論を重ねて分類をrefineす

る。具体的には，pit 様構造と微小血管所見

の総合評価である我々の分類と微小血管

構築所見のみによる佐野分類を基本に統

一分類（NICE 分類）を作成（A〜C）した。本

分類は，① Vascular intensity，② Vessel 

feature と③ Pit pattern の 3 項目の所見に

よる分類である。広島分類 type C1〜3 と佐

野分類 IIIA、IIIB などの亜分類には拡大観

察が必要なため、この統一分類では，あえ

て近接観察で評価できる大きな枠組みとし

て A〜C の 3 分類にとどめた。この臨床的意

義として、A は hyperplasia、B は adenoma〜

high grade dysplasia（M 癌）、C は SM 浸潤

癌の指標になると予測される。 

 この NICE 分類に関して，過去に NBI を用

いて撮影した大腸病変（過形成，腺腫，早

期癌）を収集し，Blind で Case control study

を行ってまず Accuracy を検討した。さらに

得られた結果の診断能につき，診断医間の

バ ラ ツ キ に つ い て 検 討 す る た め ，

inter-observer variability と intra-observer 

variability を検討した。次に，NICE 分類

Type 1 と Type 2，Type 2 と Type 3 の両面

から学生･研修医･エキスパートを対象に

Validation study を行い，その臨床的有用性

を検証した。 
 
４．研究成果 

 NICE分類Type 1とType 2，Type 2とType 

3 の両面から学生･研修医･エキスパートを

対 象 に Validation study の 結 果

（Gastroenterology 2012; 143: 599-607，

Gastrointest Endosc 2013; in press）は非常

に良好で，臨床的に有益かつ世界的に使

用可能な分類であることが証明された。現

在，NICE 分類は世界で広く認知され，いわ

ゆる「Resect and discard trial」などに使用す

る Modality として多くの研究者が検討を行

っているところである。 
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